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舞台となったエキゾティックな国、砂漠ややしの木に象徴される美しい景色、 迷路 ようなスーク、ぞろりとした服を着てゆったり歩く彫りの深 浅黒い人達、珍しい工芸品（バブーシュというスリッパや最近流行しているタジン鍋等）といったとこ が一般的イメージではないでしょうか。●近代化と日本の経済協力　
実際には、都会では一見ヨー




く、経済に力を入 るモロッコは、外資導入、外国企業誘致に熱心で、道路、鉄道、大規模港等の大型インフラ整備（なかでもタンジェー地中海港は貨物取扱量三〇〇万ＴＥＵの第一期工事分が二〇〇七年に開港し、他の北アフリカの国をうならせました。現在工事中の第二期工事が終わるとマルセイユ、バルセロナを抜いて地中海一の貨物港となる予定です） 。また、太陽光発電等、自然エネルギーや水のプロジェクトにも熱心ですし、日本企業のアフリカへの進出の拠点として 可能性も大なので日本企業にとっても魅力 ある国でしょう。日本から 企業としては、住友電工、矢崎総業等



































などで、日本などと比べるとなんだーと思われるかもしれませんが、従来のシャリア法から見ると格段の進歩です。これ 、 賛否様々な意見 あり（国内だけで くアラブの友好国からも） 、新家族法案が苦労の末に議会に提出された時には否決されたものを一年後に王様の決断でほぼ草案通 のものが施行されることになったのです。　
しかし、人々の意識が変わるに
は時間 かかるようで、特に田舎では新家族法がなかなか守られていないし、裁判になればなったで裁判官は男性ばかりなので女性には理解が など女性団体は不満









問題です。これはある意味アフリカにおける植民地支配の生んだ問題と言えるかと思います。一九世紀後半からヨーロッパの列強がアフリカに植民地を求め虎視眈々と狙っていたな で、モ コ配についてはフランス、 スペイン、イギリス、ドイツ どが関心を示す中、長年独立を守ってきたモロッコもフェズ条約によりついに保護領としてフランスの実質地に置かれることとな しまったのです。そして その時最後までフランスの対抗馬として頑張っていたスペインはモロッコの南部
を保護領としたのです。また北部のタンジールとセウタ、メリデイアはスペイン ではなく国際支配の元におかれること なりました。そして一九五六年、モロッコのフランスからの独立後、スペインも西サハラを手放したのですがセウタ、メリディアについてはモロッコの変換要求に応じずスペイン領としてしまい現在に至ってます。そして西サハラについ はモロッコが以来自国 領土と主張しているのです。元来モロッコ領だったというの モロッコ 主張ですが、砂漠地帯のためそもそもあまり所属は明確ではなかった、一八八一年にスペイン領だった当時のスペインの発表では人口九万五〇〇〇人、九一年のアルジェリアの発表ではアルジェリアに滞在している西サハラの難民は一六万七〇〇〇人と人口さえよく分からないのです。そして、一九七三に設立されたポリサリオ戦線という西サハラ独立を目指す政治組織をアルジェリアが資金援助も含め、熱心に ポートしています。これは、 リアが自分達が独立を勝ち取るために非常に苦労したので国際社会のなかで独立解放運動を応援する旗手でありたいというのですが、アルジェリアの




を望むとしながら中立の立場を取っており、西サハラを独 国としては認めていないことはアメリカなど多くの先進国と同様です。今回のモロッコの憲法改正で国王が更に地方の自治を進めようとしていることはこの西サハラの問題が背景にあると思います。私個人の考えとしては、アルジェリアの言うように民族自決 いうのは理論として賛成するし、サハラウィと言われる砂漠の の気持ちも分かりますが、沢山の小さな部族が日本に匹敵するぐらい 面積をつ広大な砂漠地帯に散らばっています（人口は二〇〇八年ポリサリオによると約八〇万人、モロッコ当局によると四〇万人足らず） 。また宗教も人種的にもモロッコとあまり変わらず政治組織と言っても強固なものがないなか、モロッコの自治領というモロッコ政府の提案がより現実的では か 思うのですが、これはあくまでも私見で西サハラの民が決定する事でしょうから、当事者間での話し合いによる解決を待つしかないでしょう。●最近の動き　
最後にチュニジアに始まった民
主化の動きの関連を少し詳しく見
てみます。北アフリカの動きの影響はモロッコにも穏やかながら広がり、一月一七日にチュニジアのベンアリ大統領の国外脱出により政権が倒れた後、二月初めからチュニジア、エジプトに連帯を示すと共に若年高学歴者 （法文化系）による雇用の要求 生活必需品の物価高に抗議する、さらには政治改革を要求するなどのデモが行われました。デモは概ね平和的で治安当局も冷静 受け止めており、二月二〇日にはフェースブックによる呼びかけで三万人を越す人々で全国一斉デモが行われ、憲法改正、富の分配、汚職根絶、国会解散などを訴え、 これも一部 除き、平和裡に行われました。二 日に国王は、経済社会評議会の発足式に当たり、 〝即位後一環として構造改革に努めて来たことを強調し、扇動や思いつきの 為には屈しないし、国王の権限縮小には応じない〟旨発言しました。その一方、政府は生活必需品 物価を抑える補助金を出したり、高学歴者向けに公務員のポストを用意したりし、二月末に国王顧問が、近いうちに一連の社会・経済・政治改革を実施する予定であると発言しました。　
その後の国王の動きは素早く、
三月九日に国民に向けて演説をし、憲法改正をし、政府の権限を強め（結果として国王の権限は縮小される） 、司法の独立を担保する、地方分権化を進め、民主化を進める、 男女平等 さら 進める、透明性を増やすなどの方針を打ち出しました。そして憲法草案委員会を作り、草案をそこで作り六月までに国民に提示し 七月に国民投票にかけ、秋 は総選挙をし、王様の任命ではなく 第一党となった党の党首が首相となり 首相の権限で組閣するよう すると発表しまし 。演説 の国王の改革案は、国民が要求していたよりさらに大胆に進め も で つ極めて迅速なタイム・スケジュール付で、モロッコの国内外の世間をあっと言わせました。　
そして六月一七日に新改革憲法
案が国民に提示され、七月一日に国民投票が実施され、 賛成多数（モロッコ当局発表 よると投票率七三・五％、そのうち賛成票九八・五％）で承認されました。こ からそれらがちゃんと実施されるかを見る必要があり、また経済格差の解消、雇用の確保などの課題はありますが、民主化に向けての大きな一歩、絶対君主性から主権在民に向けての大きな一歩を踏み出
したといえましょう。中東の他の国々への影響も見守る必要がありそうです。七月二日のモロッコ 新聞には投票 る王様や、王妃の写真が載っていました。王様も先手を打って案を出し、素早く実施するなど中々賢いと思いますが、国民もおおむね好意的で投票率も高く、穏やか改革を進め るあり中々の のだと感心させられした。そ 後モロッコは七月三一日の王様の即位記念日のお祝い 続いて、暑いなかラマダン（断食月）に入りました。総選挙、新首相の任命は従って秋以降となりますが（最近の発表では総選挙は一一月二五日とのことです） 、なか か目が離せないことです。それでも友人達に聞くと、モロッコはそんなにドラスティックには変わらないとのんびりしています。そんな訳で外国旅行者、企業進出する人々には、変わらずに安全で、暮らしやすい国であり、さらに少しずつ民主化、近代化を進めていくということのようです。それに当たっては、欧米だけでなく日本やアジアの国に学びたいという姿勢は不変のようです。（ひろせ
　
はるこ／前モロッコ王国
　
特命全権大使）
